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タンネウシはア
イヌ 語 で「長
い・木 の・群
生しているとこ
ろ」。博物館付
近の地名です

博物館講座
網走・常呂の地質観察会

　網走地域には知床半島より少し古

い約1,000万年前の海底火山活動の

地層が分布し、常呂地域にはさらに

古い約6,000万年前の地層がありま

す。これらから道東のでき方につい

て考えてみます。

《おもな観察ポイント》

浜小清水海岸の鳴り砂、ポンモイの

柱状節理、二ツ岩の水冷破砕岩、

能取岬の海食台地、常呂川で黒曜

石探し、常呂変成帯の石灰岩

▶日時：10月21日（土）8:30交流記

念館前集合16:30解散▶参加費：

300円（小中学生、協力会会員は無

料）▶講師：合地学芸員▶定員：6

名▶申込：必要▶持ち物：弁当、

雨具、筆記道具

施設公開
農業資料等収蔵施設の一般公開

　農業資料等収蔵施設（旧朱円小学

校校舎）を一般公開します。ワーク

ショプも行います。あわせて、音楽

などを聴きながらゆっくりできる空

間の提供と、手作りパンやお菓子、

飲み物の販売を行う「のんびりバ

ザール」も開催されますので、この

機会にぜひご来館ください。▶期間：

10月25日（水）▶時間：9:30~16:30

▶場所：斜里町農業資料等収蔵施

設（旧朱円小学校）※郷土史などの

朗読会等も予定しています。

姉妹町盟約50周年記念
赤瓦三線ミニライブfrom竹富島
　姉妹町盟約50周年と交流記念館

30周年を記念して、芸能の宝庫で

ある竹富島で活躍している方々によ

る三線ミニ

ライブを開

催します。

竹富町の伝

統的建物で

ある赤瓦民

家のもと、臨場感と島の情緒たっぷ

りに演奏します。南国の風を是非堪

能してください。

▶日 時：10月29日（日）▶開 演：

13:30▶場所：交流記念館交流展示

室▶共催：知床博物館、姉妹町友

好都市交流を進める会、竹富島三

線ライブ実行委員会▶料金：無料▶

申込：不要

収蔵資料展示
澱粉工場の法被（はっぴ）

　町内では、かつて延べ200軒を超

える澱粉工場が営まれていまし

た。以久科で昭和40年代まで営ま

れていた山田澱粉工場の法被か

ら、活気あふれる生産現場の雰囲

気を想像してみてください。▶会

期：10月4日(水)～11月5日(日)▶場

所：本館受付前▶観覧：無料

特別展開催中！
　第42回知床博物館特別展「斜里

平野の魅力～人と自然による景観

形成の歴史～」▶会期：12月17日

（日）まで▶会場：交流記念館ホー

ル▶観覧：無料

高山植物園
草取りボランティア

　今年最後の高山植物園の草取り

ボランティア活動は、10月13日

（金）9:00から行います。▶持ち物：

帽子、軍手、虫除け

知床博物館での
インターンを経験して

　9月の1ヶ月間、博物館に勤務し

ながら学芸員の仕事や心構えを教

えていただきました。資料整理や

データ作成など、館内の仕事だけ

でなく、関連施設の整備やイベン

トの補助、フィールドワークな

ど、館外での仕事を体験すること

で、地域の方々と関わる機会を得

ることができました。博物館は地

域のみなさんの支えがあって成り

立っています。みなさんが博物館

に何を求めているのか、収蔵資料

や研究成果をどのように地域に還

元するのかを考えていくことが、

学芸員に必要な資質であると学び

ました。（岩手大学人文社会学部

4年　佐藤史織）

休館日
10月 2日（月）、10日（火）、16日
（月）、23日（月）、30（月）
※9日（月・祝）は開館

能取岬の海食台地

5年前のミニライブの様子


